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議事次第

（２）令和5年度調査報告と令和６年度調査方針

i. パワーアシストスーツ（PAS)のフォローアップ

ii. XR技術（視覚拡張技術）の調査

iii. ドローン技術

（１）建設業における課題の整理

（３）今後の予定

１．開会

２．議事

３．閉会
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（１）建設業における課題の整理
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建設現場における人間拡張技術活用場面

6

活用が有効と思われる場面有効な人間拡張技術

事業説明、安全教育XR技術管理者
（元請業者） 各種測量、施工計画立案ドローン

人力作業PAS技能者
（下請業者） 据付補助（将来）XR技術

○同じ建設現場でも管理者と技能者では、抱える問題点は異なる。
○それぞれの技能者に応じて、人間拡張技術を活用することで、作業効率の向上を図る。

引用：みずほリサーチ＆テクノロジーズHP

【建設労働者の実態】

○管理者（元請業者）
・時間外労働時間 多
・労働者数 微増

○技能者（下請業者）
・時間外労働時間 少
・労働者数 減少傾向

労働時間を増やさずに、効率的な作業が行えるような
対策が求められる。


